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A. 次の文を読んで質問に答えなさい。４つの答の内、正しいものを選んでクリックして

ください。 
“バレンタインチョコ”  
それから長い、長い歳月が過ぎた。京子は平凡なサラリーマンの妻になり、ふたりの女

の子はそれぞれ中学と高校に通っている。 
「おかあさん、お金貸して。ね、お願い」 
「なんに使うの」 
「明日はバレンタインデーでしょ。男の子にプレゼントするチョコレートを買うの」 

このごろの女の子は、大量にチョコレートを買って、男子生徒にバラまくらしい。 
遠い記憶が、京子の胸に戻ってきた。あの時のチョコレート、どうなったかしら。あの

チョコレート売りのおばあさん、魔法使いみたいな印象だった。得体の知れない外国人だ

った。あのチョコレートを食べた人は、私だけを愛するようになるとか言っていた。あの

チョコレート、歌手の木村正也に送ったんだった。 
歌手の木村正也は、今では俳優となり、芸能界の第一人者として君臨している。ただ、

不思議なことに彼には妻がいない。浮いたうわさも全くない。インタビューされると彼は

いつもこう言った。 
「さがしている女性がいるんですよ。ずっと昔、夢の中でたった一度だけ見た人なんだけ

ど、どこにいるのか、どういう人なのか・・・ばからしいけど、とにかくその人以外は興

味がわかないんですよ」 
 
歳月（さいげつ）平凡な（へいぼんな）大量に（たいりょうに）バラまく 記憶（きおく）

胸（むね）魔法使い（まほうつかい）印象（いんしょう）得体の知れない（えたいのしれ

ない）歌手（かしゅ）木村正也（きむらまさや）俳優（はいゆう）芸能界（げいのうかい）

第一人者（だいいちにんしゃ）君臨する（くんりんする）浮いた うわさ ばからしい 興

味がわく（きょうみがわく） 
 
 
１．つぎの中で正しいのはどれですか。 
□ 京子はチョコレート売りのおばあさんの言ったことを今でも信じている。 
□ 歌手の木村正也は、ずっと昔、京子の送ったチョコレートを食べた。 
□ 京子の娘はバレンタインデーにチョコレートを買って木村正也に送った。 
□ 京子は毎年、バレンタインデーに外国人のおばあさんからチョコレートを買う。 



B. 次の文をイタリア語に翻訳してください。 
 
１． 郊外の林の奥の家に、中村さんは一人で住んでいた。いや、正しく言えば、ネコ

といっしょに生活していた。 
 
 
２． 高価な、毛なみのいいネコで、中村さんは心から可愛がり、何よりも大切にして

いた。 
 
 
３． ネコについての本を買い集め、なんども読みかえし、ほとんど全部覚えてしまっ

たほどだった。 
 
 
４． ネコはどんなものが好きなのかを研究し、毎日、それをつくって食べさせた。 
 
 
５． 何かの錯覚（さっかく）だったに決まっている。あんな生き物はいるわけがない。 
 
 
 
 
 
C. イタリアの若い人は結婚についてどんな考えを持っているかと日本の友だちに聞かれ

ました。説明してあげてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



D. 漢字を番号で書いてください。同じ番号を使ってもいいです。 
 
１． ガス（ばくはつ）の（じこ）で（まちじゅう）が（ていでん）してしまった。 
  
２． （しょうぎだおし）に（ひと）が（たお）れ、（ふしょうしゃ）がたくさんでた。 
 
３． （まいあさ）ラッシュ（どき）の（でんしゃ）は（みうごき）もできない。 
 
４． （しゅうじつ）（つよい）（かぜ）が（ふ）いてぬれた（きもの）が（かわ）いた。 
 
５． （けいさつ）のパトカーがきて、（さわ）ぎが（しず）まった。 
 
６． （しんぶん）を（み）ていたら（きゅう）に（じしん）がきた。 
 
７． （かじ）で（いえ）が（や）け、（き）が（も）えだし、（ふあん）になった。 
 
 
01 倒 02 風 03 途 04 中 05 警 06 婦 07 見 08 焼 09 着 10 新 
11 日 12 特 13 傷 14 申 15 将 16 見 17 械 18 発 19 職 20 電 
21 木 22 故 23 不 24 物 25 奨 26 人 27 吹 28 噴 29 乾 30 急 
31 時 32 震 33 朝 34 家 35 爆 36 停 37 地 38 雷 39 安 40 者 
41 静 42 霞 43 亭 44 察 45 聞 46 終 47 棋 48 燃 49 騒 50 災 
51 町 52 動 53 帰 54 負 55 車 56 火 57 毎 58 強 59 案 60 事 
 
 
 
 
E. 漢字の読み方をひらがなで書きなさい。 
 
１． 工事中に足場を失って高いビルから落ちた人がいて、警察が事情を聞きにきた。 
 
２． 消そうと思っても火の雨が降り、川っぷちの泥水ですべってしまった。 
 
３． 暖かくなったので髪の毛を短く切ったら、寒くなったような気がした。 
 
４． 途中下車をして仕事関係の知り合いと来年の計画について相談をした。 
 
５． 対立する嫁の不始末の問題を新聞に投書するのは、どうかと思う。 
 



６． イタリアには、観光客として行く機会はあったが、生活すると感じが違う。 
 
７． 今年の秋は大きな地方選挙があるので、今から候補者の運動が大変だ。 
 
８． 周囲の反対を押し切って実現した工場で事故を起こしては大変だ。 
 
９． 退社時間の後は、都心の教室で趣味のパッチワークと刺しゅうを教えている。 
 
１０． 帰国したら、妹の婚礼があるので、忙しくて観光につきあう暇はない。 
 
 
 
 


